








































































































ンポジウムの成功は JAMS にとってもきわめて重要な意義を持つものとなった。  
＊＊＊  
















                                                        
3 Ariffin Omar. 1993. Bangsa Melayu: Malay Concepts of Democracy and Community, 
1945-1950. Oxford University Press.、Milner, Anthony. 1994. The invention of politics 
in Colonial Malaya: Contesting Nationalism and the Expansion of the Public Sphere. 
Cambridge University Press.、Laffan, Michael Francis. 2003. Islamic Nationhood and 
Colonial Indonesia: The Umma below the Winds. Routledge Curzon.。  
4 なお、2006 年度より JAMS の運営体制と運営方針が一新され、関東地区は関西地区と
同様に年間 2 回程度の例会を開催することとなったため、旧 JAMS 関東地区の主要メンバ
ーは西尾寛治を代表とする日本マレー世界研究会（JAAM）を立ち上げ、JAMS の連携研
究会の 1 つとして活動を継続している。  
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越えて物質的な影響を与える枠組となることはあまりなく、せいぜい精神的な支
援を与えるに過ぎなかった。しかし、近年ではムスリムであることにより外国の
ムスリム支援団体から支援を受ける機会が増えているという。このような状況の
もと、大陸部東南アジアの非ムスリム国で国民国家における周縁に位置づけられ、
バンサ（国民国家）の枠組を通じた相互扶助のシステムでは自分たちが国内で十
分に代表されないと感じているムスリム・コミュニティは、イスラム・ネットワ
ーク（すなわちウンマの枠組）を通じて外国のムスリムから庇護を受ける仕組が
作られている。  
この関係はバンサの枠を超えるものであり、ここに国民国家やバンサの相対化
の契機を見出すことも可能だろう。ただし、4 日目の各報告でも強調されていたよ
うに、このようなムスリム・ネットワークによって恩恵を受けているムスリムの
あいだにも、他地域・他民族のムスリムと自分たちとは生活習慣が異なるとして
線引きしようとする態度が見られるという。このように、バンサとは異なる枠組
を利用しながらも、ムスリム・ネットワークの中に文化的アイデンティティが持
ち込まれて境界線が引かれてしまう、いわばウンマの中にバンサの境界に沿って
複数の区切りが作られる事態が生じている。単にムスリム・ネットワークを強調
するだけでは不十分であり、ウンマ原理とバンサ原理がどう交わるかを見ること
が必要であると言える。  
＊＊＊  
東南アジア・ムスリムによるさまざまな制度や実践は、他地域のムスリム社会
を見慣れた目には、範型からの逸脱と映るかもしれない。しかし、現地の人々が
どのような実践を行っており、さらにそれをどのように言葉で表現して世界のな
かに自分たちを位置づけようとしているかを真摯に検討することこそが、東南ア
ジアのムスリムがこれまで積み重ねてきた異質な要素との共存の努力を理解する
ことに他ならない。この点では、他地域のイスラム／ムスリム研究者が東南アジ
アで比較研究を行うよりも前に、東南アジア地域を専門とする研究者がなすべき
ことがなお多くあるように思われる。  
今回のシンポジウムで提起されたテーマは、単に過去の事実を確定するだけで
なく、現在および将来の東南アジア地域のあり方を検討する上でもきわめて重要
な枠組となりうるものである。今後、より多くの研究者の参加によってこのテー
マに関する研究がさらに深まることを期待したい。  
 
